
人の風景s m i l i n g  f a c e s  o f  m i y a k o n o j o

音楽療法士として勤務

　
７
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

た
全
日
本
津
軽
三
味
線
競
技
会
名
古
屋
大

会
で
、
石
角
怜
那
さ
ん
が
一
般
女
性
部
門

で
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　
一
般
女
性
部
門
に
は
、
全
国
か
ら
22
人

が
本
選
に
出
場
。
石
角
さ
ん
は
「
津
軽
じ

ょ
ん
が
ら
節
」
を
演
奏
し
、
見
事
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。「
練
習
し
て
き
た
こ

と
を
意
識
し
、自
分
を
信
じ
て
い
た
の
で
、

特
に
不
安
や
緊
張
も
な
く
演
奏
で
き
た
」

と
大
会
を
振
り
返
る
石
角
さ
ん
。「
４
回

目
の
挑
戦
で
よ
う
や
く
優
勝
で
き
た
。
次

の
大
会
か
ら
上
の
ク
ラ
ス
に
出
場
す
る
の

で
き
、
音
楽
療
法
士
と
し
て
や
り
が
い
を

感
じ
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
津
軽
三
味
線
・
津
軽
民
謡
全
国
大
会 

in
倉
敷
で
も
、
日
本
一
の
部
で
準
優
勝
に

輝
い
た
石
角
さ
ん
。「
現
状
に
満
足
せ
ず
、

津
軽
三
味
線
の
本
場
青
森
の
大
会
で
優
勝

を
目
指
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
12
月
15
日
㈯
の
都
城
興こ

だ
ま玉

神
社
夜

神
楽
大
祭
で
も
演
奏
予
定
で
す
。

全日本津軽三味線競技会名古屋大会
一般女性部門優勝
津軽三味線・津軽民謡全国大会 in 倉敷
日本一の部　準優勝

（名取　石井 秀
しゅう

英
え い

）

石
い し か ど

角　怜
れ な

那さん

で
、
よ
り
一
層
努
力
し
た
い
」
と
向
上
心

を
燃
や
し
ま
す
。

 

　
広
島
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
石
角
さ
ん

は
、
祖
母
の
影
響
で
６
歳
か
ら
民
謡
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
８
歳
で
津
軽
三
味
線
に

出
会
い
、
津
軽
三
味
線
石
井
流
家
元
の
石

井
秀し

ゅ
う
げ
ん弦

さ
ん
に
習
う
た
め
、
宮
崎
の
大
学

に
進
学
。
現
在
は
都
城
で
就
職
し
、
師
匠

石
井
さ
ん
の
下
で
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
津
軽
三
味
線
の
魅
力
を
「
音
を
創
作
し
、

自
分
の
気
持
ち
を
入
れ
た
演
奏
が
で
き
る
。

同
じ
曲
で
も
弾
く
人
に
よ
っ
て
音
色
が
違

い
、
面
白
い
」
と
話
す
石
角
さ
ん
。
津
軽

ら
し
さ
や
曲
の
背
景
を
勉
強
し
、
そ
の
情

景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
日
々
練
習
を
重

ね
て
い
ま
す
。
石
井
さ
ん
は
石
角
さ
ん
に

つ
い
て
「
熱
心
で
努
力
家
。
三
味
線
を
第

一
に
考
え
、
確
実
に
力
を
付
け
て
い
る
」

と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
普
段
は
、
㈱
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

で
音
楽
療
法
士
と
し
て
働
く
石
角
さ
ん
。

音
楽
療
法
士
と
は
、
音
楽
の
持
つ
力
を
生

か
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
仕
事
で
、
石
角
さ
ん
は
高
齢

者
施
設
で
、
演
奏
会
を
行
っ
た
り
、
高
齢

者
と
民
謡
を
歌
い
、
楽
器
を
演
奏
し
た
り

し
て
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
三

味
線
が
身
近
に
あ
っ
た
人
も
い
て
、
演
奏

す
る
と
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
る
。
音

楽
で
、
言
葉
や
感
情
を
引
き
出
す
こ
と
が
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心
を
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す
音
を
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る
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